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令
和
６
年
、
い
た
ま
し
い
幕
開
け

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
、
多
く
の

方
々
が
亡
く
な
り
、
今
も
多
数
の
方

が
真
冬
の
寒
さ
の
中
で
不
自
由
な
生

活
を
さ
れ
て
お
り
、
心
が
痛
み
ま
す
。

一
日
も
早
く
平
穏
な
日
常
が
戻
る
こ

と
を
祈
り
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
は
信
夫
山
公
園
が
開

園
１
５
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
信
夫
山
は
、
全
国
的
に
も
珍
し
い

街
の
中
心
に
あ
る
里
山
で
、
歴
史
と

信
仰
、
伝
説
の
山
、
文
学
の
山
、
自

然
の
宝
庫
、
市
民
の
憩
い
の
場
な
ど
、

多
彩
な
顔
を
も
つ
福
島
市
の
シ
ン
ボ

ル
で
す
。

　
私
は
、
烏
ケ
崎
か
ら
の
眺
望
が
好

き
で
、
信
夫
山
に
漂
う
霊
験
あ
ら
た

か
な
パ
ワ
ー
を
感
じ
な
が
ら
、
眼
前

に
広
が
る
景
色
を
眺
め
る
と
、
体
中

に
気
力
が
満
ち
て
く
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

　
改
め
て
信
夫
山
に
つ
い
て
整
理
し

て
み
る
と
、
仏
教
伝
来
で
名
高
い

欽き
ん
め
い明

天
皇
の
皇
后
と
皇
子
が
、
皇
位

継
承
争
い
に
敗
れ
て
逃
れ
住
ん
だ
歴

史
や
、
平
安
の
昔
か
ら
憧
れ
の
山
と

し
て
歌
枕
に
詠
ま
れ
た
こ
と
な
ど
、

信
夫
山
は
古
来
、
中
央
の
人
々
に
も

存
在
感
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、皇
子
と
皇
后
の
家
来
で
あ
る

六ろ

っ

く供
、七し

ち
ぐ
う
じ
ん

宮
人
の
子
孫
が
１
５
０
０
年

も
の
間
、
信
夫
山
に
住
み
続
け
て
き

た
こ
と
、『
と
な
り
の
ト
ト
ロ
』の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
ソ
ン
グ
が
信
夫
山
の
イ

福
島
市
長
　
木こ

幡は
た
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ろ
し
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メ
ー
ジ
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
逸
話
、

噴
水
広
場
の
土
木
遺
産「
旧
秡
川
橋
」

は
古
関
裕
而
さ
ん
の
曽
祖
父
三
郎
治

さ
ん
が
寄
進
し
た
こ
と
、
終
戦
間
際
、

軍
の
秘
密
地
下
工
場
に
活
用
さ
れ
た

金
鉱
跡
が
あ
る
こ
と
な
ど
は
、
も
っ

と
知
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
１
５
０
周
年
で
は
、
２
月
10
日
の

信
夫
三
山
暁
ま
い
り
と
福
男
福
女
競

走
を
皮
切
り
に
、「
学
び
、
遊
び
、
ひ

ろ
げ
る
」を
テ
ー
マ
と
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
記
念
事
業
を
展
開
し
ま
す
。
信
夫

山
に
ち
な
ん
だ
民
間
事
業
も
、
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
使
用
な
ど
が
可
能
な「
冠
事

業
」と
し
て
積
極
的
に
実
施
し
て
ほ
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事

業
を
通
じ
、
改
め
て
信
夫
山
の
す
ば

ら
し
さ
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

　
１
５
０
周
年
を
機
に
、信
夫
山
を
さ

ら
に
魅
力
ア
ッ
プ
し
、ま
た
信
夫
山
に

由
来
す
る
健
脚
や
縁
結
び
を
太
い
文

化
に
し
て
、
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
一
層

親
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
信
夫
山
に
て
願
う
こ
と
。

何
よ
り
も
、
今
年
が
平
穏
な
年
に
な

り
ま
す
よ
う
に
！

　このコーナーでは、福島市に立地している
ものづくり企業の知られざる魅力にスポット
をあて、紹介します。
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設　立：昭和40年４月
資本金：1,000万円
社員数：53人
主力事業：精密板金加工、
　　　　　レーザー加工など
連絡先：電542−3190

■問／商工業振興課
　　　電525−3721

▲ 溶接による作業
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会
社 

永
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工
機
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▲㈱永沢工機の
　ホームページ
　はこちらから

　
当
社
は
、
鉄
や
ア
ル
ミ
、
ス
テ
ン
レ
ス
な

ど
の
金
属
を
加
工
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
状
の

精
密
板
金
加
工
を
行
う
企
業
で
す
。

　
お
客
さ
ま
の
信
頼
と
期
待
、
満
足
に
応
え

る
べ
く
、
常
に
一
歩
先
を
照
ら
す
改
善
提
案

活
動
を
続
け
な
が
ら
、技
術
、働
く
環
境
、個
々

の
マ
イ
ン
ド
を
進
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
特
に「
改
善
」は
、
よ
り
お
客
さ
ま
の
立
場
に

立
っ
た
も
の
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　
変
化
の
時
代
に
応
え
る
技
術
と
機
械
で
、

複
雑
な
加
工
に
も
対
応
し
、
板
金
だ
け
で
な

く
設
計
、
組
み
立
て
な
ど
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
、
多
様
な
連
携
で
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
ま
す
。

「
改
善
」と「
挑
戦
」で
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
果
敢
に
応
え
る

　板金加工の技術を生かして、アウトドアブラ
ンドを立ち上げました。最新技術を駆使した精
密なレーザー加工によって、他で見られない緻
密なデザインのたき火台を制作しました。

　開発のきっかけとなったのは、若い社員から
の提案でした。社員の思い描くたき火台を実現
するために、ベテラン勢も知恵を絞りました。

クローズアップ

 板金加工屋が作る、本格派たき火台！

▲たき火台はふるさと納税
　の返礼品にも　

インタビューに答える▶
代表取締役の永澤社長

▲烏ヶ崎展望デッキから
　望む市街地　　　　　


